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Ⅰ はじめに 

 

新 学 習 指 導 要 領 で は「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 実 現 に 向 け た 授 業 改 善 を 通

し て 資 質・能 力 を 育 む 効 果 的 な 指 導 が 求 め ら れ て い ま す 。そ し て 、授 業 改 善 の 具 体

的 な 内 容 に つ い て は 、新 学 習 指 導 要 領 解 説 総 則 編 に お い て 、以 下 の 三 つ の 視 点 に 立

っ た 授 業 改 善 を 行 う こ と が 示 さ れ て い ま す 。  

 

①   学 ぶ こ と に 興 味 や 関 心 を 持 ち 、 自 己 の キ ャ リ ア 形 成 の 方 向 性 と 関 連 付 け な  

が ら 、見 通 し を も っ て 粘 り 強 く 取 り 組 み 、自 己 の 学 習 活 動 を 振 り 返 っ て 次 に つ  

な げ る 「 主 体 的 な 学 び 」 が 実 現 で き て い る か と い う 視 点 。  

 

②   子 供 同 士 の 協 働 、 教 職 員 や 地 域 の 人 と の 対 話 、 先 哲 の 考 え 方 を 手 掛 か り に  

考 え る こ と 等 を 通 じ 、自 己 の 考 え を 広 げ 深 め る「 対 話 的 な 学 び 」が 実 現 で き て  

い る か と い う 視 点 。  

 

③  習 得 ・ 活 用 ・ 探 究 と い う 学 び の 過 程 の 中 で 、 各 教 科 等 の 特 質 に 応 じ た 「 見  

方 ・ 考 え 方 」を 働 か せ な が ら 、知 識 を 相 互 に 関 連 付 け て よ り 深 く 理 解 し た り 、 

情 報 を 精 査 し て 考 え を 形 成 し た り 、問 題 を 見 い だ し て 解 決 策 を 考 え た り 、思 い  

や 考 え を 基 に 創 造 し た り す る こ と に 向 か う「 深 い 学 び 」が 実 現 で き て い る か と  

い う 視 点 。  

 

本 冊 子 は 、香 川 県 中 学 校 教 育 研 究 会 に「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 実 現 に 向

け た 授 業 改 善 に 関 す る 実 践 研 究 を 行 っ て い た だ き 、 提 供 い た だ い た ８ １ 事 例 の う

ち 27 事 例 を ま と め た も の で す 。こ の 冊 子 が「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 実 現

に 向 け 、現 職 教 育 や 教 科 部 会 等 で 活 用 さ れ る こ と で 、よ り 、目 の 前 の 子 ど も の 実 態

に 即 し た 授 業 改 善 が 充 実 し て い く こ と を 願 っ て い ま す 。  

 

 な お 、本 冊 子 で 紹 介 で き な か っ た 事 例 に つ い て は 、県 教 育 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー

ジ に 掲 載 し て い ま す の で 、 ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。  
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色彩に込められた作者の意図を

読み取り、色彩豊かな文章を書こう

とする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時、こんな力を育てたい 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・ 色を使って自分の気持ちを表現することは楽しかった。 

・ 「好きな人」の魅力がもっと伝わるようにするには、どんな言葉を使った

らよいか、友達と相談できた。 

・ 作品作りを通して、作者がなぜ愛する智恵子の死に明るい色を使ったのか

分かった気がする。 

・ 自分の考えた比喩が友達に認められて、表現する楽しさが分かった。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

 色がたくさん出てきたけど、どう 

して「愛する人の死」を明るい色で

表現したのかな？ 

Ａ 作者の優れた表現を取り入れた詩を作らせてみましょう。 

Ｑ 意欲的に詩の授業に取り組ませるにはどうしたらいいですか？ 

【主体的な学び】中学校第３学年 国語科 単元「思いを馳せる — レモン哀歌」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 詩の中に出てくる「色」を

表す言葉に注目し、作者の意

図を読み取る。 

２ 色彩によって「気持ち」を

表せることを知る。 

３ 色彩を用いて、「自分の好き

な人」を表現する。 

４ 友達と作品を交流し、良い

点を具体的に認めてもらうこ

とを通して、自分の優れた表

現に気付き、さらに良くする

ために推敲する。 

バスケットボール選手 

NBA 史上最も低い身長

で得点王となった。 

【ワークシートの例 ↓】 

 

・ 前年度の先輩の作品を参考にさせ、「私にも作れる」と

いう見通しを持たせる。 

・ 直接的に「色」を表す言葉だけでなく、色を連想させ

る「モノ」を使う方法（レモン→黄 等）も取り入れな

がら、「好きな人」の魅力を語らせる。 

・ 表現技法や言葉の使い方など、観点を示して鑑賞し合

うようにする。特に既習の表現技法を確認し、積極的に

評価に生かすよう促す。 
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 財政の役割や租税の意義につい

て理解するとともに、見方・考え方

を働かせながら、今後の財政や租税

の在り方に考えていこうとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

【本時の授業】 

（使用した資料の例） 

○新聞記事『社会保障充実に１．５兆円』 
 政府が消費税を活用して２０１５年度に実施する社会保障の
充実策の全容が８日、判明した。全体の財源は、消費税８％への
引き上げによる増収分からの１兆３５００億円に加え、社会保
障と税の一体改革に基づく医療や介護の見直しで１４００億円
を節約して上積みし計１兆４９００億円を確保する。 

○世論調査『再増税に反対７割 消費税８％でも負担感』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的な学び】中学校第３学年 社会科 単元「政府の役割と国民の福祉」 

  

財政、国債、直接税、累進課税、社会保障など、既習の重要語句をボードにして黒板に掲示して

おくことで、これらの語句を活用しながら考察したり説明したりすることにつながっていた。 

Ａ 生徒が自己の考えを持ち、選択・判断できる課題を設定しましょう？ 

＜学習前の生徒の姿＞ 

消費税が上がると、いろんなものが

高くなるのはいやだけど、国の借金も

減らしておいてほしいなあ。 

＜学習後の生徒の姿＞ 

○ 私は賛成です。今のことだけを考えるのではなく、未来のことを考えて国の借金

を少しでも減らしていくことが今の日本には大切だと思います。私たちが高齢者に

なっても、充実した社会保障が受けられる社会であって欲しいです。 

○ 私は反対です。消費税は、貧困層の人も同じ税率なのでそれらの人の生活を苦し

めるとともに、消費が落ち込み税収が減るからもしれないからです。将来のことは

大切ですが、今を生きる人たちが生きやすい社会を守っていくべきだと思います。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 生徒が、主体的に学習に取り組むには、どのような工夫がありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

２ 『賛成』・『反対』を色札で

意思表示し、理由を示す。 

１ 学習課題を設定する。 

「あなたは、消費税の増税に賛

成ですか。反対ですか？」 

３ 意見の根拠となる資料をさ

らに探したり、相手の意見に

対する質問を考えたりする。 

５ 再度意思決定するととも

に、本時の学習を振り返る。 

４ 話し合ったことを基にパネ

ルディスカッションを行う。 

  

教師自身が、働かせたい見方・考え方を意識して資料を準備

したり、発問したりすることが大切です。 

（持続可能性） 

・増え続ける国債残高と歳入、歳出に占める国債 

・少子高齢化の中で増え続ける社会保障費 

・消費税の増税と経済状況による税収の関係 

（公正さ） 

・所得の高い人と低い人の税負担の公正さ 

・累進課税である所得税と消費税のバランスの公正さ 

・今を生きる人と未来を生きる人の税負担の公正さ 

消費税増税は、生徒にとって直接生活に影響が現れるため、自分事として学習に取り組んでいた。 
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① 場面を具体的に提示しながら制動距離の説明をし、速度 

と制動距離が関数関係になっていることに気づかせ、既習の

関数を想起させながらそれを用いれば課題解決できるとい

う見通しをもたせる。 

② 課題解決の過程を振り返らせ、他者の方法と比較しなが

ら、それぞれの解法のよさや関数として表すことのよさ、自

分の取り組みについてまとめさせる。 

【授業の概要】 

 本時は、関数 2axy = の利用にあた

る。身の回りにある速さと制動距離

の関係を、表、式、グラフを用いな

がら数学的に捉えることでその特徴

に気づき、これまで学習した知識や

技能を用いて課題を解決していく。 

 
 
 
 

 

 自動車の速さと制動距離の関係

から関数関係を見つけ、その関係を

利用して問題を解決する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時速 xkm の自動車の制動距離をｙm とすると 

＜グラフ＞         ＜式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時速(km) 20 30 40 50 60 ・・・ 100 

制動距離(m) 2.4 5.4 9.6 15.0 21.6 ・・・ ？ 

＜学習前の生徒の姿＞ 

２乗に比例する関数は、身の回り

のどのような場面で使うことができ

るのだろう。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

変化の特徴を調べてどのような関数か

がわかれば、実験をしなくても課題を解

決できることがわかりました。重さの違

う車や、雨が降った場合についても考え

てみたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

Ａ 見通しをもたせたり、解決の過程を振り返ったりする場面を設定しましょう。 

本時、こんな力を育てたい 

【主体的な学び】中学校第３学年 数学科 単元「２乗に比例する関数」 

２ データを増やして、速度と

制動距離の関係が２乗に比例

することを判断し、その理由

を書く。 

１ 速度と制動距離の関係につ

いて予想する。 

３ 課題の解決に、表、式、グ

ラフの何を用いるか選択し、

時速 100km のときの制動

距離を求める。 

４ それぞれの求め方をグルー

プや学級全体で発表する。 

学習課題 時速 100km のと

きの制動距離を求めよう。 

自動車の速さが時速 20km のと

き制動距離は 2.4m で、時速

40km のとき 9.6m であった。 

５ 本時の学習を振り返り、意

見を発表する。 

  0.006 

ξ 

 ψ

 Ο 20 40 60 80 100

20

40

60

 

 

Ｑ 主体的な学びとは具体的にどのような学習活動を取り入れればよいですか？ 
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 意欲的に実験を行い、理科の学

習で得た知識を実生活で役立て

ようとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒が持参した液体

の性質をムラサキキャ

ベツ液で調べ、色の変化

をホワイトボードにま

とめた。 

身近な液体の酸性・ア

ルカリ性について学級

全体で共通理解を図っ

た。 

本時のまとめの前に、

身近な液体をムラサキ

キャベツ液に入れて、虹

のように色が連続的に

変化する演示実験を行

うことで、生徒の意欲を

さらに引き出すことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学級全体で共有している様子】 

 

自宅にある液体から、 

生徒自らが実験材料を 

探し持ち寄ることで、 

実験への意欲が高まる。 

【水溶液をムラサキキャベツ液で調べる様子】 

＜学習前の生徒の姿＞ 

理科の学習は、教科書に載っている

観察や実験の結果を理解しておけばい

いのだよ。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

自宅にあった身近な液体の性質を調べることで、さらに他の液体

の性質も調べてみたいという意欲がわきました。理科の学習は生活

と結びついているのだと、この実験を通して思いました。また、ム

ラサキキャベツを試薬として使えることを知ったので、家でもやっ

てみようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

【持参した水溶液】 

学習課題 いろいろな水溶液の

性質を調べよう。 

Ａ 身近な生活の中にあるものから教材を持ち寄り、実験をしてみましょう。 

                        。 

Ｑ 生徒に主体的に実験に取り組ませるには、どのような工夫がありますか？            

２ 自宅から持ってきた身近な

液体を発表し、酸性・アルカ

リ性について予想する。 

３ 実験を行い、結果をまとめ

発表する。 

本時、こんな力を育てたい 

【主体的な学び】中学校第３学年 理科 単元「酸・アルカリとイオン」

４ 酸性・アルカリ性には強弱

があることに気付き、ムラサ

キキャベツ液を使って、色の

変化と酸性・アルカリ性の強

弱との関係を説明する。 

５ 本時のまとめをする。 

１ 酸性・アルカリ性の水溶液

の性質を振り返る。                    
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＜学習後の生徒の感想＞ 

 「浜引き唄」には、塩作りに携わった人達の思いや、塩作

りで発展してきた宇多津の歴史が込められているので、宇多

津町民として、これからも受け継ぎたい。そして、もっとた

くさんの民謡や音楽を聴いて、曲に込められた思いや歴史を

知りたい。 

１ 前時の復習 

（指導以外の民謡を聴く）   

６ 他の班の発表やワークシートから本時を振

り返り、学習したことを確認する。 

本時、こんな力を育てたい 

日本の民謡に関心を持ち、民

謡に込められている先人の思い

や地域の背景を関連付けながら

鑑賞する力 

２ 学習課題１ 

「浜引き唄」に込められた思いを歌詞から

想像してみよう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

「前時に他県の民謡を学習したが、分かりづらいなあ。」 

民謡についての知識をあまり持っていなかった。他県の民謡の鑑賞

では、楽器の音色やリズムなどの聴き取りはできたが、歌詞を聴き

取ることが難しく、曲のイメージが描けなかった。 

 授業の中での工夫点 

民謡を鑑賞しながら、聴き取れた言葉をワークシートに記入

させると、地名や人名などが含まれていることに気付いた。最

初、生徒はあまり興味がわかないようであったが、自分が住ん

でいる地域の民謡だと分かると一気に興味・関心が高まった。 

A 生徒を教材に惹きつける学習課題と、学びを振り返る場を設定しましょう。 

Q 生徒の「主体的な学び」を促し、自ら追究したくなる授業づくりの工夫はありますか？ 

【主体的な学び】中学校第１学年 音楽科 題材 「日本の民謡に親しもう -浜引き唄-」 

３ この曲に歌われている情景を歌詞や旋律か

らイメージし、友だちと共有する。 

４ 学習課題２（発展） 

「浜引き唄」を今後も残すべきだろうか。 

【本時の学習】 

・ 

 

聴き取った「さぬき」「うたづ」などの歌詞を

引き出し、生徒が住んでいる宇多津町で作られ

た民謡があったことを押さえる。 

・「わしはさぬきのうたづのはまし くろいけずね

はおやゆずり」の歌詞から、分かる言葉と分か

らない言葉の意味や、この歌詞にどんな気持ち

が込められているのかを、グループ内で意見交

換させる。 

 

・映像を視聴させることで、時代背景や宇多津町

の様子などを理解させ、当時の塩作りの苦労を

イメージさせる補助とする。 

 

・２者選択の課題を示し、自分の考えをまとめさ

せる。選択理由をしっかりと考えさせ、地域の

過去から現在、未来への展望を身近なものとし

て捉えさせる。 

 

・自分の意見や他の生徒の考えを視覚化するため

にコミュニケーションボードを活用する。また

「なぜ、そうしなければいけないのか?」「そう

することがどうしてよいのか？」という他領域

との関連にも目を向けさせる。 

 

・自分の意見を主張するだけでなく、友だちの意

見を聴き、自分の思考の変容や学習した内容を

ワークシートにまとめさせる。 

５ コミュニケーションボードを使ってグルー

プの意見をまとめる。 

教師の支援 

 

 

①基本的な学習課題だけでなく、発展的な学習課

題も設けると学習を深めていこうとする姿勢が

生まれる。 

②コミュニケーションボードを使って意見を共有

する際、視覚化されるのでまとめやすい。 

本時の流れ 
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  環境にとけ込む抽象彫刻の学習

を通して生活と美術の関わりを理

解し、自分なりの発想や構想で主

体的に表現することのできる力 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 身近な作品を鑑賞し、それを参考にして自分なりの発想や構想で表現させましょう。                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 速水史朗「記録の門」を鑑賞

し、抽象彫刻の特徴やパブリッ

ク・アートとしての役割を理解

する。                            

２ 「～の門」というテーマで、

環境にとけ込む抽象彫刻のアイ

デアを考える。 

本時、こんな力を育てたい 

学習課題 

  自分なりの発想で「～の門」

をつくってみよう。 

【主体的な学び】中学校第３学年 美術科 題材「環境にとけ込む彫刻」 

４ 相互鑑賞を通して抽象彫刻の

多様な表現の魅力を知り、身近

な生活の中にある抽象彫刻に興

味や関心を持って触れ合うこと

ができる。 

 

・テーマを絞り、設置位置や触れてほしい人など、具体的にイメージ

させるとよいでしょう。     

 

題名「      の門」 

○どこに設置するのか？ 

○だれにくぐってほしいのか？ 

○門をくぐるとどうなるのか？ 

 

【アイデアを描いたワークシート】 

 

 

 

 

・粘土（油粘土など）を用いて実際につくる体験を通して立体表現の

楽しさを味わわせましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

 そういえばスタジアムに奇妙な形の彫刻が置い

てあるのを見たことあるけど、あれは何だろう。 

３ アイデアスケッチをもとにし

て粘土で制作し、完成作品は写

真撮影しておく。 

＜発想に悩む生徒＞ 

 抽象彫刻の形って自由すぎて考えるのが難しいなぁ。 

＜制作中の生徒の姿＞ 

 実際に粘土で立体的につ

くってみるのは楽しいなぁ 
【アイデアをもとにした粘土作品】 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・身近な環境の中に置かれている彫刻作品は、私たちの生活にプラスの効果を与えてくれてる

んだなあ。 

・抽象彫刻って難しそうだけど、自由な発想でアイデアを考えることができるから楽しいね。 

・実際に粘土でつくってみるとイメージがはっきりしていいね。 

＜支援後の生徒の姿＞ 

 設置場所や触れてほしい人などを具体的に考

えればいいのか！ 

Ｑ 抽象作品に興味や関心を持たせ、主体的に制作に取り組ませるにはどうしたらいいの？ 
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ワークシートは、踏切・空中姿勢・着手・着地に分けて位

置や形を理解させるようにし、できるだけ短い言葉でキーワ

ードを作りました。 

 

【教材・教具】 

・テレビ、タブレット、ホワイトボードを使用して視覚的に

見本となる動きを提示することで、学ぶ意欲の向上を図り

ました。 

・スモールステップを考え、跳び箱の高さや向きを変えるな

ど様々な場を設定しました。 

・踏み切りの弱い生徒がいたので、トランポリンを活用させ

ました。 

【学習集団】 

・前時に挑戦したい技を聞き、ゼッケンで色分けをしてグル

ープを考えました。その中に、スモールティーチャーを配

置し、助言や補助をするようにしました。 

 

 

 
 
 

 

 なかまと協力し、技のポイントを教え合

いながら積極的に練習に取り組み、課題を

解決していこうとする力 

 

 

 

 

 

 

【キーワード・・・お尻を高く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【トランポリンの活用】     【タブレットで助言する様子】 

 

 

 

 

 

 

Ａ 教材・教具を工夫して、スモールティーチャーを育成し、自主的に活動する場を 

設定しましょう。                              

＜学習後の生徒の感想＞ 

一番のポイントとなるのは踏切から着手までの空中姿勢だと思っ

た。自分の動きも横からの映像で確認できて、どこを意識して練習

したらよいか、よく分かった。 

 

 

 

本時の流れ 

１ 準備運動・基礎感覚を養う運動

を行う。                    

２ 映像を見ながらポイントはどこ

になるか考えて、ホワイトボード

に書く。 

３ 挑戦したい技にグループで練習

する。 

４ 美しく見せるポイントはどこだ

ったか、グループでまとめて発表

する。 

本時、こんな力を育てたい 

【主体的な学び】中学校第３学年 保健体育科 単元 器械運動「跳び箱運動｣

学習課題 美しく見せる 

     ポイントはどこだろう 

＜学習前の生徒の姿＞ 

技ができるかどうか不安だなあ。でも、

跳んでみたいなあ。 

Ｑ 器械運動に興味や関心を持ち、学習活動を振り返るにはどのような工夫がありますか？ 
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● 話合いや作業で活発に意見交換をしたり活動したりす 

ることができるよう、班編成は４人までの少人数とした。 

● 切断作業のポイントを押さえ、かつ問題解決的な学習 

となるように、各班から出された課題を教師が内容に 

よって３～５点程度に絞り、その中から班で解決する課 

題を自分たちの問題意識に基づき一つ選ばせた。今回は 

①材料の固定がうまくできない。 

②けがき線からずれて切断してしまう。 

③のこ身が引き溝につかえてスムーズに動かない。 

の３点から課題を選ばせた。 

● 本時の振り返りシートに、生徒間の相互評価ができる 

内容を盛り込み、友達への称賛を発表する場を設けた。 

 両刃のこぎりで板材を正確に切断

できない原因を考察し、自ら解決策

を追究していこうとする力 

  

 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   【報告会の様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

本時の流れ 

【主体的な学び】中学校第１学年 技術・家庭科（技術分野） 題材「材料と加工（切断）」

Ａ 実際の活動から課題を見付け、解決策を模索する活動（問題解決的な学習）

を実践してみましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

まっすぐに切断できるかなあ。 

のこぎりびきは難しそう。作品 

はうまく作れるのだろうか。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

友達のやり方や自分たちが考えた方法

で作業するとうまく切断ことができ、速

く正確に切断する自信がつきました。「説

明が分かりやすかった。」とか、「うまく切

れるようになった。」と友達がほめてく

れたので、頑張ったかいがありました。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 主体的に学ぼうとする態度は、どのようにすれば育てることができますか？ 

１ 試験材を切断してみて、課

題を見付け、班で出し合う。 

学習課題  

よりよい切断方法を見付けよう。 

３ 班で検討した対策を、全体

に発表する。 

４ 発表を基に検証・評価する。 

【本時の学習】 

 両刃のこぎりを使って、試験材を実際に切断して、そ

の際、失敗の原因となる点について気付いたことを班内

で出し合った。その中でも特に問題となる点について話

し合って、全体に発表した。その後、班ごとに重点的に

取り組む課題を一つ決め、その解決方法について調べ、

報告会を行った。報告を聞いた後、実際に自分が試して

みてよかった方法や、相互評価しての感想を振り返りシ

ートにまとめた。 

２ 班で対策について検討する。 

５ 振り返りシートに相互評価

と感想を記入する。 
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○生徒が今までに学習したことを実践できる場に！ 

→国語で学習した「話し方の観点」を確認する。 

○生徒が取り組んだことをしっかり評価する！ 

 →生徒同士の意見交換に加え、教師も机間指導しな  

がら、良かった点を評価する。 

○自分の目指す姿を思い浮かべられるように！ 

 →良い見本を提示することで、ゴールを明確にする。 

 

 
 
 

 

 失敗を恐れず、自ら英語を読んだ

り、話したりしようと前向きに取り

組もうとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

【活動の様子】 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業のワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時、こんな力を育てたい 
＜学習前の生徒の姿＞ 

皆の前で英語を読んだり、話したり

するのは嫌だな。失敗したらかっこわ

るいな。 

＜学習後の生徒の感想＞ 普通に読むより、タブレットで

撮影しながらやると自分では気が付かなかった点や、ジェスチ

ャーの練習ができた。本番では緊張したが、普段通りに発表で

きた。英語落語を通して、英語を身近に感じられた。またやっ

てみたいと思った。 

３ プロの落語を見たり、同じ

中学生が演じる落語を、実際

に鑑賞したりする。 

４ タブレットでお互いの落語

を撮影し合う。良かった点・

改善点を互いにアドバイスし

合う。（学び合い） 

１ 事前に学習した本文の内容

を復習し、落語の大まかな流

れを理解する。 

【主体的な学び】中学校第２学年 英語科 単元「Program 4 Eigo Rakugo」 

２ 実際に自分で一度、自分の

思うように落語を演じる。 

Ａ 「やってみたい」と思わせるような状況づくりの工夫をしましょう。 

Ｑ 生徒が本気で英語を学びたいと思える授業はどんな授業ですか？ 

3 人で 1 グループとし、お互い

に落語を演じ合う。まずは、自分な

りにジェスチャーや強弱をつけて

取り組んでみる。 

５ 落語は、いろんな表現方法

があるということに気付き、

自分の発表に生かす。 

 本時の流れ 

【発表会】 友達からもらったア

ドバイスをもとに、夏休みに練

習に取り組んだ。その成果を全

体の前で発表した。 

友達同士でお

互いの落語に

助言！ 

良い点・改善

点を話し合う

ことで自分の

落語に主体的

に取り組む。 
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対話を通じて、多角的に文章を読

む力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

【本時の学習】 
 

 

 

 

あらすじをつかむ時点では、ペープサート 

(人物画を切り抜き、割り箸をつけて人形劇にする)を用いて、

興味を引くようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシートの例 ↓】 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・ 主人公は間抜けな男だと思っていたが、実は「形」の力を作っていたのは

主人公自身だということが分かった。 

・ 自分の実力だと思っていたことが、実は他の力によるところも大きいと 

いうことに気付いた。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

  どうせ「中身が大事」という話だろう。

主人公は間抜けだな。 

 

・ 「なんとなく」ではなく、本文の中から「根拠」を見つ

けて発言するよう助言する。 

・ ピックアップした本文中の言葉と、自分の考えとの整合

性を明らかにしながら意見交換させる。 

・ 友達と交流する際には、どんな意見も否定せず、まず最

後まで聞くという姿勢を大切にさせる。 

・ 「形」が大きな力をもつことを実感した経験はないか、

想起させ、話し合ったことを生かしながら推敲させる。 

Ａ 対話を通じて、根拠を示しながら読む授業を試みましょう。 

【対話的な学び】中学校第３学年 国語科 単元「作品を論じる — 形」 

本時、こんな力を育てたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ あらすじをつかみ、主人公

の「形」に対する考え方をと

らえる。 

４ 班活動で意見を交換する。 

３ 根拠を示して自分の考えを

もつ。 

２ 主人公「新兵衛」は、強かっ 

たのか、弱かったのかを考える。 

５ 話合いを通じて「形のも

つ力」に対する、実生活に

即した例を入れた自分の意

見を書く。 

Ｑ 考えを広げたり深めたりするための対話を実現させるには、どうすればいいですか？                            
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【】 

 
 

 

 

 

 軍部の台頭から太平洋戦争まで

の経過や要因を多様な資料から考

え理解するとともに、国際協調や

国際平和の実現に向けて大切なこ

とは何かを考える力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歴史上の判断の理由や背景を追究する学習では、生徒が当

時の状況を多面的・多角的に捉えた上で、さまざまな見方・

考え方から考えさせることが大切です。かといって資料が多

すぎたり難しすぎたりすると、生徒は消化不良になります。 

 日本とアメリカそれぞれの指導者の立場で「多角的」に考

えられること、国内の政治や経済、貿易など「多面的」に考

えられることなどを条件に、資料を精選しましょう。 

 

 

 

 

 

 

＜学習後の生徒の姿＞ 

 太平洋戦争は、複雑な世界情勢の中、日米のぎりぎりの外交交渉が決裂して

開戦に踏み切ったことがわかりましたが、もっと調べてみたいです。 

あのような悲惨な戦争を二度と起こさないためにどうすればいいのか、簡単

なことではないけれど、真剣に考えていきたいと思います。 

本時、こんな力を育てたい 

＜学習前の生徒の姿＞ 

日本が、空襲や原爆で多くの人たち

が亡くなることになる無謀な戦争に

なぜ踏み切ったのか理解できない。 

使用する資料（いずれも 1941 年） 

【①11 月 1 日 大本営（東条内閣）の決定】 
１．武力発動の時期を 12 月初めと定め、それまでに陸海軍 
 は作戦準備を終える。 
２．アメリカとの交渉が、12 月 1 日午前 0 時までに成功すれ

ば、武力発動を中止する。 
            

【②11 月 20 日 日本のアメリカへの主な要求（乙案）】 
１．日本とアメリカは、仏領インドシナ以外の諸地域に武力

進出を行わない。 
２．日本とアメリカは、蘭領東インド（現インドネシア）に

おいて石油などの資源を得られるよう協力する。 
３．アメリカは年間１００万キロリットルの航空機用のガソ

リンを日本に供給する。 
 
【③11 月 26 日 ハル・ノートの主な内容】 
１．日本は、中国および仏領インドシナから全面撤退すること 
２．日本は、中国の蒋介石政権（中国国民党）以外の政権を

支持しないと確約すること 
３．日本は、日独伊三国軍事同盟を廃棄すること 

Ａ 「なぜ、そのように判断したのか」といった問いを設定・追究しましょう。 

【対話的な学び】中学校第３学年 社会科 単元「第二次世界大戦と日本」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

２ 第二次世界大戦までの国際

情勢を再確認する。 

４ 日米の交渉を確認し、日本

がハル・ノートを受け入れな

かった理由を考える。 

３ 資料から、戦前の日米の貿

易、東南アジアの資源分布、日

米の軍事力を確認する。 

５ 学習を振り返り、国際協調

や国際平和の実現には、どの

ようなことが大切か考える。 

１ 学習課題を設定する。 

「なぜ、日本は英米との開戦に踏

み切ったのだろうか」 

Ｑ 歴史的分野で、対話的な学びを実現するにはどうすればいいでしょうか？ 
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【授業の概要】 

 文字式の計算の必要性を考え

る導入の単元ですが「深い学び」

の視点から、授業の後半部分を考

え直しました。条件を変える場面

をイメージすることで、式化の深

まりや応用が実感できると思い

ます。 

 

 

 
 
 
 

 

 式化するだけでなく、文字式の意

味を考えたり、条件を変えて応用し

たりする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

① 四角形を上下左右の形ではりあわせ、 

できるだけマグネットを少なくするに 

は…。 

② お楽しみ会を企画するために、 

三角形を重ねばりして飾り付け 

る。このとき…。 

 

①②のように条件を変える「深い学び」を通し、生徒たち

は問題文を深く読み取ったり、現実の場面を想像したりする

ことで、苦手な応用問題や文章問題にも取り組んでみようと

する気持ちを育てたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習前の生徒の姿＞ 

一つ一つマグネットの数を数えるのは

大変だ。何かいい方法はないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ ３、４人のグループでそれ

ぞれの役割分担を決めて、話

し合い活動を行う。 

２ 式の形が同じグループの中

で、発表グループを決めて発

表する。(質疑応答も含む) 

３ はり方を変えたり、はる形

を変えたりすると、どうなる

か交流する。(条件を変えて) 

４ 現実の場面をイメージする

ことや文字式の計算の必要性

を考える。

Ａ グループの人数を少なくし、課題解決後に条件を変えて考える場をつくりま 

しょう。 

Ｑ 全員が主体的に話し合い活動を行い、それぞれの考えを深める手立ては？ 

【対話的な学び】中学校第１学年 数学科 単元「文字の式」 

本時、こんな力を育てたい 

＜学習後の生徒の感想＞ 

問題を解くだけでなく、新しく問題を

作り出すことで、自分の文字式を作る力

がアップしたように感じました。特に、

他の人の考えた問題は面白いし、解きた

いと思った。 

学習課題 χ 枚の画用紙をと

めるのに、必要なマグネットの

個数を考えよう。 

・３×χ＋１ 

・χ＋(χ＋１)＋χ 

・４×χ－(χ－１) 

【重ね合わせた図】 

【重ね合わせた図】 
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 眼球のつくりやはたらきにつ

いて理解し、自分の言葉で説明

する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の概要】 

 光の刺激を受けとるしくみにつ

いて学習する。本時は、ブタのレ

ンズ（水晶体）を取り出し、凸レ

ンズと同じしくみだと気づき、目

が光の刺激をどのように受けとっ

ているのかを考えることができる。

このとき、他の生徒の気づきを共

有し、自分の考えを深めるために

「対話的な学び」の視点から授業

作りを工夫する。 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 まず、眼球の中で見つけたものや考えたことを個人で記録

する。それらを班内で共有して意見交換することで、レンズ

（水晶体）が光を集める凸レンズの役割であることに気づか

せた。さらに、生徒が、レンズ（水晶体）がどのようなはた

らきをしているかを探りたいという思いを取り上げ、レンズ

（水晶体）のはたらきを調べる場を設定した。 

 

 

 意見交換が円滑に進むよ

うにホワイトボードを活用

することで、分かったことや

さらに調べる内容が整理さ

れ、見通しをもって課題解決

に取り組む学習活動が期待で

きる。 

  

【授業風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時、こんな力を育てたい 

【ブタの眼球を解剖している様子】 

【ホワイトボードのセット】 

１ 観察方法の説明や注意点を

聞く。                    

【ブタの眼球】 

３ レンズ（水晶体）を通した

ときのものの見え方について

考察する。 

Ａ 生徒同士の意見交換が円滑になるよう、ホワイトボード等を活用しましょう。 

２ ブタの眼球を切り、レンズ

（水晶体）を観察する。 

 

Ｑ 対話を通して、観察・実験での気づきを共有させるにはどのような工夫があり

ますか？ 

【対話的な学び】中学校第２学年 理科 単元「感覚と運動のしくみ」 

４ グループでの意見交換を通

して、自分の言葉でワークシ

ートにまとめる。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

 ブタの眼球は大きくて

生々しいなあ。 

眼球の中はどんなつく

りになっているのだろう。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

 新聞の上にレンズ（水晶体）を置いて

文字を見ると、文字が大きくなっている

ことが分かった。友達と話し合って、レ

ンズ（水晶体）が目の中に光を集め、凸

レンズと同じようなはたらきをして像を

うつしていることが分かった。 

本時の流れ 

学習課題 

ブタの目はどのようなつくり

をしているのだろうか。 
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コード進行を基にしながら思い

や意図を持って旋律をつくろうと

する力 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

・リズムに変化を付ける時は、２拍分のリズムを書いたカー

ドを選択させる。リズムカードは、１年次からリズム遊び

などで使用しているので、取り組みやすい。 

・旋律に題名を付けることで、音の高さやリズムを単に選択

するだけの活動から、自分の思いを表現する旋律づくりへ

と学習を進め、「深い学び」に向かわせていく。 

・例を挙げながら非和声音の効果を説明し、必要に応じてそ

れを取り入れさせながら、自分の思いがより表現できる旋

律になるように工夫させる。 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 生徒が習得している知識を活用しながら思いや意図を持って創作できるようにする

には、授業でどのような工夫をしたらいいですか？ 

Ａ 創作活動が段階を踏んで進められるよう、計画的にステップアップをしましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

音の高さは選んだけど、どうやったら旋律になるのかな。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・はじめは本当にできるのか不安だったけど、一つ一つ決め

ていくと意外と簡単かなって思いました。 

・「この曲を聴いた人はどう思うかな」と考えながら作るとい

ろいろなアイディアが思い浮かびました。 

・いつもはつくられた楽譜を演奏しているので、逆に自分で

つくるのは新鮮で楽しかったです。自分の思いを音やリズ

ムで表すのは難しかったけど、意外とうまくできました。 

本時、こんな力を育てたい 

【対話的な学び】中学校第２学年 音楽科 題材「小室コードを生かして旋律をつくろう」 

 

 

本時の流れ 

２小節目の後半と３小節

目の前半で一度止まって、

また、勢いよく飛び立って

いる様子を表現した。最初

速くして、元気な様子を表

現した。また、最後の音を

三つの音だけにして、とん

ぼが勢いよくスピードをあ

げているようにした。 

音に合ったリズムを

探すのが難しかった。ま

た、音やリズムの特徴か

らどんなことが想像で

きるのかというところ

が難しかった。 

１ 前時につくった２分音符だけ

の簡単な旋律を演奏する。                    

２ リズムを変化させて旋律を工

夫し、局に題名をつける。 

３ よりイメージに合った曲にす

るために、非和声音を取り入れ

て旋律を工夫する。 

４ イメージに合わせて工夫した

点を、具体的にワークシートに

記入して、本時を振り返る。  
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アートカードで「ならべてマッチング」 

   カードの山から一枚めくり、手持ちのカードから共通 

点があるカードを探して並べていく。その際、どんなと 

ころが共通点かをグループのメンバーに伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

 マイコレクション展のテーマ

を考えよう。 

２ アートカードを使って、鑑

賞ゲームをする。 

３ コレクションのテーマを決

め、美術館の所蔵作品カード

の中から作品を選ぶ。 

 

ゲームは生徒が喜んでやる手法の一つだが、

楽しさが先立って対話が深まりにくい。あらか

じめ鑑賞ゲームの視点をしっかり説明してお

く。また、メンバーの話をよく聞き、分かりに

くいところは質問をするよう伝えておく。 

 

 
 

 

 

 作品を鑑賞する視点を増やし、自

分の価値意識をもって作品を鑑賞

しようとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

                   

     【アートカード鑑賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

       【鑑賞ゲームをする様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・カードがなかなかつながらなくて、けっこう無理矢理くっつけた。でも言い

訳をしているうちに新しい見方が見つかった。 

・アートカードゲームが楽しかった。友達が自分にはない見方で作品をつなげ

ていたので驚いた。そういう見方もあるのかと思った。 

Ａ 対話の視点や話合いの目的を明確にしてから話合いをさせましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

どんなテーマでコレクション

しようかな？色や描かれている

もので選ぶのなら簡単だけど… 

本時の流れ 

１ 先輩のコレクション作品

を見て、どのようなテーマ

で作品を選んでいるかを発

表する。          

本時、こんな力を育てたい 

【対話的な学び】中学校第２学年 美術科 題材「マイコレクション展を開催しよう」 

既習の内容（色彩、配色、構成、画材や素

材など）、五感（視覚、嗅覚、触覚、聴覚、

味覚）を板書しておき、鑑賞（ゲーム）の視

点の参考にさせる。また、作品の内容にも迫

らせるために、そこから読み取れる「テーマ」

「感情」にも注目するよう伝えておく。 

え
っ
？
そ
う
？ 

な
ん
で
？ 

な
る
ほ
ど
！ 

ど
っ
ち
も 

な
ん
か
み
ん
な 

勝
手
に
し
ゃ
べ

っ
て
る
感
じ
が 

 
す
る
よ
ね
。 

み
ん
な
口
が
開
い
て
る
け
ど 

こ
っ
ち
向
い
て
る
し
。 

Ｑ 子ども同士の対話を中心に学習を進めるためにはどのような工夫がありますか？ 
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【授業の概要】 

 単に運動やスポーツを「する」と

いうかかわり方だけでなく、自分の

ライフステージに応じた運動やス

ポーツの多様な楽しみ方や学び方

に気付くことができる単元です。 

 

  

 

 

【本時の学習】 

まず、現在自分は運動やスポーツにどのようにかかわって

いるかを考えて、生涯スポーツ設計図を作成しました。その

後、グループで各自のスポーツ設計図を共有する時間を取り

ました。その際、「する」「見る」「支える」という視点から考

えるようにしました。 

 

 

  

 

  

やはり、「する」「見る」といったかかわり方をする生徒が

多かったので、バレーボール大会の会場の写真を各グループ

に配布し、「支える」かかわり方を見つけてホワイトボードに

記入し黒板に貼らせました。そして、全体で共通理解しまし

た。中には、大会を企画した人や会場を設営した人、グッズ

を売る人などといった写真に写っていないところからも「支

える」かかわり方を見つけたグループもいました。「支える」

ことの大切さや意義についても考えることができました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

次に、自分の身の回りで「支える」かかわり方をしている

場面はないかをグループで考えさせました。体育の授業や部

活動、運動会など身近なところから考えさせることで、より

自分のライフステージにつなげて考えやすくなり、自分の生

涯スポーツ設計図を見直した際、「ささえる」かかわり方を

書き足した生徒が多く見られました。 

【対話的な学び】中学校第１学年 保健体育科 単元 体育理論「運動やスポーツの多様性」 

Ａ 友だちと考えを補い合ったり、比べて吟味したりできる交流を設定しましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

運動やスポーツを「する」や試合観戦など

の「見る」かかわり方が多いな。 

 本時の流れ 

１ 運動やスポーツには、どの

ようなかかわり方があるのか

を考える。         

２ 「支える」かかわり方につ

いて理解する。 

４ 友達との交流を通して、自

分の生涯スポーツ設計図を見

直す。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 共に考えを深め合う対話を実現させるためにはどのような工夫がありますか？ 

３ 身近なところから「支え

る」かかわり方について、グ

ループで交流する。 

学習課題 「支える」の価値や

喜びって何だろう？ 

＜学習後の生徒の振り返り＞ 

監督やトレーナーなどの「支える」人もスポー

ツを「する」人と同じようにスポーツにかかわっ

ていることが分かった。ぼくも捻挫をして野球が

できなかった時、ボールを出したり、声を出した

りして「支える」という意識が強くなった。ま

た、そうして「支えて」いると周りもぼくを「支

えてくれる」のではないかと思った。 

 スポーツへのかかわり方として

「する」だけでなく、「見る」楽しみ

方や「支える」楽しみ方を知り、自

らの豊かなスポーツライフへとつ

なげようとする力 
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 目的に合わせた衣服を自分らしく

コーディネートできる力 

○ 同色で明度や彩度の違う布を準備して、色の与える印

象や心理的印象について班で実験をして考えさせる。 

○ 違う色の布を顔等に当てながら、自分に似合うパーソ

ナルカラーを班で見付ける。（下の写真） 

○ 中学生の時期は肌が若く、どの色も似合うのでいろん

な色に挑戦することをアドバイスする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
   
 
 
 
 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 班員の意見を取り入れ、自分らしい着方や似合う色を見付ける場を設定しま

しょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

自分にはどんな色やデザインの

服が似合うのかな。自分の好きな色

が似合う色だと良いな。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・ 自分に似合う色が決まる要素がわかっ

たので、これから服を選ぶときに参考に

したい。 

・ 今まで着たことのない色が似合うと友

達が言ってくれたので、チャレンジして

みようと思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本時の流れ 

１ 自分の好みの服を持参し、

どこが気に入っているかにつ

いて考える。                    

２ 似合う色はどうやって決ま

るのかを考える。 

３ 班ごとに自分の似合う色

（パーソナルカラー）を見付

ける実験をする。 

４ 実験結果をワークシートに

まとめる。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 友だちと協力して、自分に似合う衣服を考えるには、どのような指導法の工夫 

や授業展開が必要ですか？ 

【対話的な学び】中学校第 1 学年 技術・家庭科 題材「自分らしくコーディネート」 

学習課題          

自分らしく着こなすために必

要なことは何だろう。                    

５ 本時を振り返り、再度、自

分に似合う色でコーディネー

トをしてみる。 

【本時の学習】 

持参した服の好みの理由を考えることにより、「自分らし

い着方の工夫について知りたい」という意識を高めた後、衣

服のコーディネートを左右するポイントについて考えまし

た。その後、実際の布を使った実験を班ごとに行う中で、互

いの考えを伝えたり、友達の意見から自分に似合う色を見い

だしたりすること等を通して、〈色が与える印象〉〈似合う色

が決まる要素〉〈パーソナルカラー〉についての実感を伴った

理解へとつなげました。 

【似合う色をアドバイスし合う様子】 
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 単数・複数の概念や、その表現

の仕方を学習して、自分の持ち物

を説明したり、相手にたずねたり

しようとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                   

 

 

 

 

                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【本時の学習】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

  
 
 

 
 
 

 

本時の流れ 

本時、こんな力を育てたい 

１ 教科書を読み、単数形と複数

形の表現方法を学ぶ。 

４ クラスで発表する場を設定

し、与えられた状況の中で対話

を行う。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

英語で表現するのは難しいなあ。 

相手にどんなことをきけばいいの

か分からない。 

I like tennis. 
I play tennis every day. 
I have a racket.   
I have two balls in my bag.  

３ ペアになり表現活動を行う。

相手を替えて繰り返す。 

I like basketball.  I play it every day. 
I have a pair of shoes.  I have a uniform. 
How about you? 

【本時の教科書の登場人物】 

ゆき・・・ 中学一年生。サッカーが好きな女の子。クラスメー

トと一緒に英語を学んでいる。 

たけし・・ ゆきのクラスメート。休日にはバスケットボールを

楽しんでいる。 

マイク・・ ニューヨークからの転校生。野球と音楽が好き。日

本語を少し話せる。 

Ａ ペア・グループ活動を通して自分の考えを提示する場を設定しましょう。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

 自分のことを相手に伝えることが簡単にできました。相手が持っている物や、

その個数も聞き取ることができました。普段しゃべっているときは、単数形や複

数形のことを考えながらしゃべってはいないけれど、英語ではそれぞれの単語の

形が変わっておもしろいなあと感じました。これからも複数形を意識して英語を

話したいです。 

自分が持っている物を相手に分かるように、 

紹介しよう。以下の三点を意識しよう。 

・単数形・複数形どちらを使うのが適切か？ 

・複数形の語尾に注意して発音できたか？ 

・会話がスムーズに行えたか？ 

【対話的な学び】中学校第１学年 英語科 単元「リサイクル活動」 

 

授業の最後には、与えられた状況で対話を行

うことを周知し、ペア活動や班活動の時間を

十分に確保して繰り返し練習する。 

Ｑ 生徒が主体的に話す活動に取り組むためにどのような工夫がありますか？ 

２ 教科書を例にして、自分の持

ち物を伝えたり、相手の持ち物

をたずねたりする。 

学習課題 持ち物について伝え 

たり、たずねたりしよう。 

【班活動の様子】 
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 文章中の根拠をもとに、書くこと

を通じて登場人物の人物像や心情

を読み取ろうとする力 

 

 

【授業の概要】 

 「夏実以外の友達ができる」等で

はなく、あえて「夏実と仲直りをす

る」ことを想定して、小説の続きを

創作する活動を行いました。限られ

た条件の中で、根拠として挙げる箇

所を吟味していきます。 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 
 

 

 

 

 

まず、銀木犀の描写に着目することで、すぐに夏実と以前

のように仲良くなることはあり得ないということを全員で確

認します。その後、夏実と仲直りをするならと仮定して、銀

木犀の木の下をくぐって出た後、夏実にどのように声をかけ

るのか、夏実と仲直りをした後、どの程度の関係になるのか

等を想像させます。 

 

共通の条件は、「夏実と仲直りをする」ことを想定すること。

時間の経過や、その他の人物の登場等については自由に創作

させました。場面設定が決まった時点で、グループごとにア

ドバイスし合い、情景描写や文章中に出てきた表現を取り入

れたり、人物像に迫ったセリフを入れたりすることなども提

案されました。それらを取り入れながら創作することによっ

て、小説の世界に入り込むことができ、読みを深めることが

できていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】中学校第１学年 国語科 単元「つながりの中で — 星の花が降るころに」 

Ａ 条件を設定し、小説の続きを創作する活動に取り組んでみましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

小説の続きを考えるのっておもしろ

そう。自分で想像をふくらませたら、ど

んな話になっても良いよね。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

工夫したことは情景描写を入れたことです。｢一

番星が輝いている｣というところで、｢私｣のうれし

い気持ちを表しました。夏実と｢私｣の関係、｢私｣の

思いを考えながら作ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 初めの場面と終わりの場面

の銀木犀の描写を比較する。  

２ 夏実と仲直りすることを想

定して話の続きを創作するた

めに、時や場所等の場面設定

を行う。 

３ 4 人グループになり、場面

設定を紹介し合い、お互いに

アドバイスを行う。 

４ アドバイスを参考にしな 

がら、小説の続きを個人で創

作する。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 小説を読む「楽しさ」を味わわせるには、どのような活動をしていけば良いですか？ 

【生徒のノート】 
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身近な地域の遺跡や文化財に触

れる学習を通して各時代の特色へ

の理解を深め、地域の一員として、

地域を大切にしていこうとする力 

 

 

 

 

 

 

 

［現地調査での聞き取り］ 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

まず、以下の２つの文献を手がかりにして、校区内の地名

の由来を「古代」「中世」「近世」で整理した。 

○「地名で描く丸亀の歴史」（『まるがめ史料シリーズ第四 

 号 丸亀新風土記』（丸亀市教育委員会 昭和４０年発行） 

○「丸亀地名考」（『まるがめ 第三号』 丸亀市文化協会 

 昭和３８年発行） 

古代の学習の終末に、「身近な地域の歴史」と「時代を大観

する学習」を組み合わせで実施した。現地調査で生徒自らが

遺跡や文化財に足を運んで見たり聞いたりすることによって、

飛鳥時代や奈良時代など、中央の政治を中心に学んできた古

代の特色を、身近な地域とつなげて実感させることができた。 

時代を大観する学習と身近な地域の歴史の学習をつなげる

教材を開発することで、生徒が時代の特色を深く理解するこ

とにつながる。 

（校区内の地名の例）中世：「地頭」、近世：「法憧寺池」 

 

古代の中央政治や文化と、身近な地域の歴史をつないだだ

けでは、理解は十分に深まらない。「なぜ、今も残っているの

か」という問いを設定し、考えさせることによって、古代に

作られた条里の区画や河川工事が、方位や自然の特徴を生か

した高い知恵や技術に裏打ちされたものであることに気付か

せることにつながり、古代の特色への理解が深まる。 

 

 

 

 

 

 

 

【地域調査の聞き取りの様子】 

Ａ 地域の地名を各時代で整理し、「時代を大観する学習」に生かしましょう。 

本時、こんな力を育てたい 

【深い学び】中学校第１学年 社会科 単元「古代までの日本 ～身近な地域の歴史～」 

＜学習前の児童の姿＞ 

地域の「土器」「郡家」「三条」「七条」「八条」

の地名は、古代に由来していると先生は言うけ

れど、どんな意味があるのかな。中央の政治や

文化とどう関係しているのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

２ 自分が現地調査・文献調査で

調査した内容について、グルー

プ内で発表し合う。 

１ 学習課題を確認する。 

「校区に残る古代に由来する地名

には、どんな意味や関係がある

のだろう。」             

３ 教員の現地調査・文献調査

の結果を伝え、質問をする。 

「なぜ、１３００年も前につけ

られた地名が今も残っている

のだろう。」 

４ 古代の特色と校区内の地名を

つなげ、略年表と地図にまとめ

るとともに、学習を振り返る。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

この地域は、古代から土器川が繰り返し氾濫を起こして流

れが変わり、その後の開墾によって農作物の実り豊かな土地

となったことがわかりました。 

また、大化の改新の前から耕作地があり、律令制の条里の

区画が地名や地形に残っていることにも驚きました。 

古代の国造りは、私たちの身近な地域にも及んでいたこと

が分かりました。 

Ｑ 「時代を大観する学習」を、深い理解につなぐにはどうすればいいでしょうか？ 
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【授業の概要】 

本時は相似な図形の活用の２時

間目にあたる。「直接測定困難な長

さを求める」という日常生活で数

学を利用することで、数学の有用

性を実感させたい。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 図形のどの性質が使えるか、二等辺三角形や平行四

辺形の性質を提示する。 

② できるだけ正確（誤差が小さくなるよう）な方法を

考えさせる。 

③ 角度を正確に測定させるために、上の図のような、

10 分の１度まで判別可能な測定器を作成する。 

 

Ａ 課題解決する方法を考えた後、その方法について比較・検討する場を設定し

ましよう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

校舎の高さを測るには、これまでに

学習したことを、どのように使えばよ

いのだろう。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

数学の考え方を使って校舎や山の高さ

を求めることができて嬉しい。次は実際

には測定することが難しいものの長さを

求めてみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 校舎の高さを測るにはどん

な方法があるかを考える。 

本時、こんな力を育てたい 

日常の課題を解決するために、

既習の知識を活用して思考するこ

とができる力 

【深い学び】中学校第３学年 数学科 単元「相似な図形」 

２ どの方法で測定するか、班で

話し合い、実際に測定する。 

・直角二等辺三角形の性質を用

いる 

・縮図をかく 

・鏡を利用する 

・比の性質を用いる 

３ 縮図をかいたり、計算した

りして校舎の高さを求め、誤

差が生じた理由を考える。 

４ この考えを使って、他に測

ってみたいものを考える。 

・飯野山の高さ 

・東京スカイツリーの高さ 

学習課題 相似や比の性質を利

用して校舎の高さを測定しよう。

 

○A  ○B  

○D  

【仰角を計測している様子】 

○C  

Ｑ 数学的な思考を高め、より深い学びにする手立てがありますか？ 
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樹脂ケース コース本体 

  コースＡ 

コースＢ 

小球の到着順位は？

 

方眼を利用して小球の運

動のようすを視覚的に表

現し、思考を支援する。 

 

 

 

 

 実験結果から、「力学的なエネ

ルギーの移り変わり」を科学的

に思考し、表現する力 

 

 
教師はつい説明や指示が多く

なる。生徒の中から言葉が生まれ

てくるような『手立て』をしっか

り用意し、生徒の活動のようすを

見守るのも支援の１つである。生

徒がじっくりと考えられるよう、

個や実験班で追究する時間をしっ

かりと保障する。 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習前の生徒の姿＞  

B はコース途中の下り坂で

速さが速くなるが、上り坂で

速さが遅くなる。A と B はス

タートとゴールの高さがそ

れぞれ同じなので、A とＢは

同時にゴールする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

学習課題 ２コースの小球ジ

ェットコースターで、同時に

小球を転がすと、ゴールする

順位がどうなるのだろうか。         

各班の発表ボードを学級全体で共有 

➩各班で再度話し合い 

➩学級全体で科学的な根拠を探る 

【実験の様子】 

    

何度も小球を転がしな

がら、コース B の方が

早い理由を探る。 

（発表ボードの活用） 

実験しながら考察 

【発表ボードの内容】 

Ａ 対話する時間を十分に設定し、生徒に気づかせるようにしましょう。 

実験班 

個 人 

Ｑ 結果から科学的に考察を深めていくには、どのような工夫がありますか？ 

学級全体 

【深い学び】中学校第３学年 理科 単元「仕事とエネルギー」

科学的思考を深める 

１ 小球の運動のようすを予想

し、理由も発表する。 

コースＡが早い 

コースＢが早い 

 

同時に到着 

本時、こんな力を育てたい 

３ 実験結果を考察する。 

 個人→実験班→学級全体 

＜学習後の生徒の感想＞ 

コース B が早かった！ why？ 実験結果に目を疑った

が、みんなと話し合っていくうちに、「なるほど」と納得で

きた。相手にわかりやすく説明しようと、言葉だけでなく、

図や数値データを使う工夫ができたことがよかった。 

ワークシートの工夫

２ ジェットコースターの実験

をする。          

 

４ 本時のまとめをする。 

（時間があれば、検証方法を

考え、実験する）         
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 言葉の抑揚と音高の動き幅の関

わりを意識して、旋律を工夫してつ

くる力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

本時までに、生徒は、「ふしづくり」の基本となる言葉の抑

揚と音高の変化について学習しました。「日本語アクセント辞

典」を活用し、言葉の抑揚を考える判断のよりどころとしま

した。 

 本時では、詩の言葉「ああふわり」と「おおひらり」の雰

囲気の比較から「音高の動き幅の違いで表現しよう」という

課題で、交流の場を設定しました。 

 

順次進行と跳躍進行について説明し、その使い分けや跳躍

の幅を工夫することで、詩の雰囲気に合った旋律を工夫して

つくる活動であることを伝えました。詩を何度も感情を込め

て朗読を試み、詩のあらわす雰囲気をうまく表現する言葉の

抑揚を考え、それに合った旋律の動きを考えるよう助言しま

した。 

思いや意図をもって創作ができるよう、ワークシートに「こ

んな雰囲気だから、こんな音の動き方にしました」の欄を設

けました。話し合いで互いの意図を理解し、作品への意見が

交換できるようにしました。 

「対話的な学び」を通

し、生徒たちは互いの思

いを大切にしながら、よ

り詩に合った「音の選び

方」を工夫することがで

きました。 

 

 

Ａ 学習意欲を引き出す課題設定と、仲間と協力して課題を解決する場を設定しましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

もっと詩の雰囲気に合った旋律をつ

くれないかなあ。 

 

＜学習後の生徒の感想＞ 

本当に良い歌をつくるためには、作詞

者が言葉に込めた思いやイメージをしっ

かりと感じて、それに合った音高の動き

幅を工夫することが大切だとわかりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 前時に班で作った、言葉の

抑揚に沿い自然な音高の変化

を持った旋律を確認する。 

２ 課題詩内の「言葉の雰囲気

の違い」を生かし、音高の動

き幅を工夫して旋律を作るた

めに班内で交流する。 

３ 班ごとに作品を発表し合い

工夫の根拠とその成果につい

て互いに意見を交わし、他の

班とも交流する。 

４ 仲間との交流を通して、本

時に身に付いた力は何か、ワ

ークシートに記述しながら振

り返る。 

本時、こんな力を育てたい 

【深い学び】中学校第１学年 音楽科 題材「言葉の抑揚を生かした旋律づくり」 

【授業の概要】 

 課題詩の言葉の抑揚やニュアンス

を味わいながら、詩に合った旋律を

創作する題材です。 

 本時は、工藤直子さんの詩「はなの

みち」の言葉の対比によって表現さ

れている雰囲気の違いを感じ取ら

せ、生徒が意見を交換しながら課題

を解決する「対話的な学び」に向かう

授業づくりの工夫をしました。 

Ｑ 対話的な学びによる創作活動の授業では、どのような工夫をしたらいいですか？ 
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ポスターカラーの特性を生かし

たムラのないぬりかたを習得し、今

後のデザイン制作に生かす力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ムラがない」「はみ出ない」「ぬり残しがない」の 

三つの観点から、上手なぬりかたのコツを考えよう。 
 

①水の量はどれくらい？ 

②混ぜ方次第で絵の具の美しさが違ってくる？ 

③どこから、どのようにぬるときれい？ 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・初めて使うポスターカラーは、ムラができたり、はみ出てうまくぬれなか

ったけれど、班でぬりかたのコツを調べる内にうまくできてうれしい。 

・友達のぬりかたを見て、縁からぬっていたので、参考にしてみたらきれい

にぬれました。 

・友達のアドバイスで、縁取りの時、角の一歩手前で止めることで、はみ出

ないことがわかりました。友達のアドバイスは心に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ ムラのない美しいぬりかたが

できる方法を自分で考える。 

４ ムラのない美しいぬりかた

ができる方法ついて自分の考

えをまとめる。 

２ 成功例や失敗例を話し合い

どんなコツがあるか考える。 

本時、こんな力を育てたい 

学習課題 話し合い活動を通し

て美しくぬるコツを発見しよう。 

ありがちな失敗例 

・薄めすぎたり、濃すぎてかすれてしまったりする。 

・筆の先だけで混ぜて、筆の内部の水が混ざりムラになる。 

・混ぜ方が不十分なのでムラになる。 

・どこからぬっていいかわからず適当にぬり、ぬり残しができる。 

・太い筆一本だけでぬり、角をぬり残したりはみ出たりする。 

Ａ 小集団で話し合い、自分と違う考えも取り入れて表現力を高める場を設定しま 

しょう。 

【深い学び】中学校第１学年 美術科 題材「ポスターカラーの使い方」 

【班で話し合いながら色ぬり】 

３ 班の中で上手な生徒が教え

たり、班の意見を試したりす

る。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

色ぬりは苦手だな～。 

またはみ出した。ムラも

できた。がっかりだなあ。 

【色ぬり失敗例】 

○○さんのぬりかたはきれい

だね。どうやったら、上手にぬ

れるの？ 

 

一
定
の
濃
さ
に
混
ぜ
る
こ
と
。 

筆
全
体
で
混
ぜ
な
い
と
、
筆
の
中
の
水
が

混
ざ

っ
て
ム
ラ
に
な
る
よ
。 

面相筆で縁取りしてから大きい筆

で中を同じ方向にぬるといいんだ！ 

 

 

「濃さ」「混ぜ方」「筆の使い方」「ぬ

る順番」など話し合いの視点を設定す

る。机間巡視し、上達した生徒を紹介

する。 

筆
の
柄
を
ぬ
る
方
向
に
倒
す
と
い
い
よ
。 

縁
取
り
は
、
長
い
線
を
引
く
よ
う
に
ぬ
る 

と
、
き
れ
い
だ
よ
。 

Ｑ 話し合い活動を通して表現力を習得させるためにはどのような工夫がありますか？ 
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  課題を発見し、解決に向けて試

行錯誤を重ねながら思考を深め、

技術的なポイントを見つけようと

する力 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

授業の工夫点 

〇グループ学習 

・３～４人の少人数で行い、意見を述べやすくする。 

・自分の意見だけでなく、友だちの意見を取り入れ、理解 

  を深めたり、主体的に取り組んだりする。 

 ・見る視点 

  ①姿勢 ②視線 ③膝、つま先 

〇タブレット端末の活用 

・練習前の側方倒立回転を撮影することで、今のできばえ 

を把握し、「何ができていないのか」「どうすればできる 

のか」「何を意識すればよいのか」を考える。 

 ・練習の途中や最後に撮影し、動きの変化を確認して自分

の成長を感じる。 

〇教具の工夫 

 ・壁を使って、倒立から側方へ回ってみせる。 

 ・ゴムを使って、膝やつま先に意識を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

【タブレットで課題発見】  【足先がゴムにつくように】 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ グループの形態や教材・教具を有効に活用しましょう。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

自分では気を付けているつもりなん

だけれど、どうしてひざやつま先が伸

びないのだろう。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

友だちにアドバイスをもらいながら練習

するうちに、少しずつできるようになっ

た。また、つま先や膝が伸びる感覚が分か

ってきたので嬉しい。 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 自分の力を知る。何ができ

ないか課題を見つける。 

２ 自分の課題に応じた練習方

法を実践する。（練習方法を

提示する） 

３ 友だちとお互いの演技を見

合い、できていない所やどの

ように動いたらよいかを教え

合う。 

４ グループ学習などを通し

て、課題解決に向けての自分

の考えをまとめる。 

 

本時、こんな力を育てたい 

【深い学び】中学校第２学年 保健体育科 単元 器械運動「マット運動」

学習課題          

ひざやつま先が伸びた、 

美しい側方倒立回転ができる。 

Ｑ なかまとの交流を通して、見方・考え方を深め、ときめきのある授業にするには？ 
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【本時の学習】 

Q  生活課題について多面的に捉えさせるには、どのような工夫がありますか？ 

A 話し合いの場面を 2 つのステップで設定し、多様な観点からそれぞれの知

識を相互に関連付け、深い学びになるようにしましょう。 

遊びの重要性を考え、幼児の発達

段階に適したおもちゃを選択でき

る力 

 
  
 
 
 
 
 

 
 

 
                                 

       

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼児の 1 日の生活は「寝る・食べる・遊ぶ」時間がほ

とんどである。勉強時間がないので幼児になりたいとい

う発言もでてきた。幼児の発達にとって遊びはとても重

要である。それを考えるために、幼児が喜ぶおもちゃを

製作した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本時の流れ 

【授業の概要】 

幼児にとっての遊びの重要性と

幼児の体や心の発達との関連を、

実際に製作したおもちゃを使って

考えさせた。話し合うグループの

条件を変え、2 つのステップで話合

いを行った。既習の知識を基に

徐々に細かな視点で話し合うこと

で考えを深め、自分のおもちゃの

特徴を 1 回目の班に戻り、詳しく

説明することで理解を深めること

ができると考えた。 

２ 製作したおもちゃが何歳

の幼児に適したものかを考

える。 

①班でおもちゃを 3 段階の 

年齢に分類する。 

 ②年齢ごとにグループを作 

り、おもちゃが年齢に適 

しているか再検討する。 

 ③班に戻り、おもちゃが年齢 

に適していたかを紹介し

合う。 

１ 幼児の１日の生活のリズム

を確認する。 

３ 幼児が喜ぶおもちゃ選びの

ポイントを発表し合い、幼児

の年齢に適したおもちゃの選

び方についてまとめる。 

＜学習前の生徒の姿＞ 

  幼児は遊ぶばかりで勉強し

ないからいいなあ。どんなおも

ちゃでも買ってあげると喜ん

で使うだろうなあ。 

ステップ１：班でおもちゃに適した年齢を話し合う。 

０～１、２～３、４～５の３段階 

おもちゃの使い方が難しいかどうかという視点のみ

で年齢を考えることが多い。 

ステップ２：分類した年齢でグループを作り再度、 

話し合う（様々な観点で確認する）。 

既習事項である、幼児の体の発達（手先の動き、足の

動き）や、心の発達（個～グループ～集団活動への成長）

をまとめたプリントを確認させ様々な視点から話し合

う。短時間で視点を変えて話し合うことで、自分で気付

かなった関連性を見付けることができる。 

班で学習した年齢のポイント理由を紹介する。 

２つのステップで理解できたことを班員に紹介し、

幼児の特徴や安全面でのこだわりを互いに聞くこと

で、おもちゃを選ぶポイントを考える手助けとなる。 

 

＜学習後の生徒の感想＞ 
年齢によってできることやできないことがあり、

１～２歳は手が不器用だったり、すぐ口に入れたり
するので、大き目のおもちゃがよいと思いました。行
動や身体の発達、心の発達によりおもちゃや遊びが
変化していくとわかりました。安全で成長に結びつ
くおもちゃを選んであげたいと思いました。 

【発表の様子】 

【幼児の生活を確認】 

本時、こんな力を育てたい 

【深い学び】中学校第３学年 技術・家庭科 題材「幼児の生活と遊びを知ろう」

学習課題 幼児が喜ぶ（幼児に

適した）おもちゃを考えよう。 
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スキット作りを通して、「確認す

る」「相づちを打つ」「質問する」

「感想を述べる」など、対話のつ 

なげ方を意識し、自分の考えや気

持ちを言語へと具現化する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

【支援１ ４人グループで取り組む】 

  本来、ペアで行う活動をあえて４人グループにし、役割

分担を明確にして、多様な表現を引き出すことができるよ

うにする。英語が苦手な生徒も意欲的に取り組めるように

する。 

【支援２ 実際の対話をイメージさせる】 

対話の場面（場所・時間）、登場人物（年齢・関係）、切

り出す話題について考えさせ、書くための材料作りをする。

普段のおしゃべりの感覚を味わうため、日本語で自由に対

話し、スキット作りのヒントとする。 

【支援３ 学習したことを関連させる】 

難しく考えすぎず、短い簡単な言い回しで、自分の考え

を十分に表現できるということを助言する。  

 

 

 

 

 

 

【４人グループでの活動の様子】    【本時の活動の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ モデル文を読み、５Ｗ１Ｈの

情報や対話のつながりをチェ

ックする。 

４ ４人グループで以下の３

点について構想を練り、スキ

ットを作る。 

 ・対話をしている場面 

 ・登場人物の人間関係 

 ・身近な話題 

本時、こんな力を育てたい 

Ａ 到達目標を明確にし、自分の考えや気持ちを表現できるように、話題や場面、

活動の場を明確に設定しましょう。 

＜学習後の生徒の感想＞ 

・ 普段、友だちとは特別堅苦しい話をしているわけではなく、相づちや繰り返しなどを無意識

に使って、自然と対話がつながっていることに気付いた。英語も同じ「言葉」だと考えたら、

英文を考えるのもそんなに難しいと感じなかった。 

・ 最初は何をどうしたらいいのか見当もつかなかったけれど、場面や話題が決まると自然とイ

メージが膨らんできた。グループで友だちとアイデアを出し合いながら対話をつなげるのが楽

しかった。 

本時の流れ 

１ ペアで１分間トークをする。

（帯活動） 

２ 対話をつなげるためのバリ

エーションを確認する。 

【深い学び】中学校第２学年 英語科 単元「My Project 4  スキット作りを楽しもう」 

Ｑ 学んだ知識を関連づけ、表現力を高めるにはどのような工夫がありますか？ 

＜学習前の生徒の姿＞ 

・友だちといっしょにするなら頑張れそうな気がする。 

・特に書きたいことがない。何を書いたらいいのか全然思い

つかないな。 

・何となくイメージはわくけれど英語にするのは難しい。 
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Ⅲ おわりに 

 

 「 今 ま で の 自 分 の 授 業 で 大 丈 夫 。」  

そ う 思 わ れ る 方 も い る か も し れ ま せ ん 。  

 

し か し 、「 自 分 が 知 ら な い こ と を 知 っ て い る 自 分 の 方 が 賢 い 」と 話 し た ソ ク ラ テ ス

の よ う に 、今 一 度 、「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 視 点 か ら 自 分 の 授 業 を 謙 虚 に 振

り 返 り 、 授 業 改 善 に 取 り 組 ん で み ま し ょ う 。  

 

子 ど も た ち の 夢 と 笑 顔 の あ ふ れ る 授 業 を め ざ し て ・ ・ ・ 。  
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